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　本稿では、1904 年頃から 1929 年頃までを百貨店業態の導入期とみなす。
　日本の百貨店は、明治期に物品の陳列や販売、遊覧の場として繁栄していた勧工場にか
わって出現した。百貨店のはじまりは、1904 年「デパートメントストア宣言」を行い設





（初田 , 1993）。1907 年頃から各百貨店では 30 名程度収容できる食堂を、屋上には家族連

































によるディズニーランドが開設された（三越 100 年の記録 , 2005）。屋上遊園地は全国に
広まり、地方都市のショッピングストアの屋上まで遊園地が造られるようになった（白土・
青井 , 2008）。大食堂も戦後まもなく復活している。三越日本橋店では、1951 年に大食堂
が再び開設され、開場早々に増席を迫られるほどの盛況であったことが記録されている
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（三越 100 年の記録 , 2005）。家族、特に子供にとっては、玩具、お子様ランチ、屋上遊園
地の百貨店フルコース時代になったのである（白土・青井 , 2008）。
　　（３）成熟期の百貨店とカルチャー施設



















は、1975 年には 14,246 名いた従業員が 1980 年には 13,010 名になり 1,236 名減少してい
る（三越 100 年の記録 , 2005）。大丸では 1975 年に 10,606 名いた従業員が 1980 年には 9,922
名になり 684 名減少（大丸三百年史 , 2018）、高島屋では 1975 年に 10,568 名の従業員が
1980 年には 8,512 名になり 2,056 名減少（高島屋百五十年史 , 1982）、松坂屋では 1975 年
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　表 1 は、百貨店店舗売上上位 10 店舗の売上高（『日経流通新聞』2019.8.14）、カルチャー
施設の完備状況を評価したものである。カルチャー施設は、大食堂、屋上遊具施設、美術
館または劇場とする。それぞれの施設が百貨店内に完備されていれば「○」、完備されて
いなければ「×」を付している。調査時期は 2019 年 12 月である。大食堂は、和食、洋食、
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百貨店の発展にカルチャー施設が果たした役割と今後の展開
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（３）セゾン美術館（1975 年）の他に、伊勢丹美術館（1979 年）、三越美術館（1991 年）、







JR 大阪三越伊勢丹では、他の百貨店では通常 1 割程度の自主編集売場を 3 割に増や
している。これにより他店にない品揃えで独自の店舗戦略を強化することを狙った
（日本経済新聞 , 2009）。しかし，この戦略は失敗し、2014 年には自主編集売場に専
門店をテナントとして入居させている（日本経済新聞 , 2014）。
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